
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

　

昨
年
４
月
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
の
形
も
違
う
。

　

社
会
体
育
と
い
っ
て
も
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
保
護
者
に
よ
る
運
営
。
子
ど
も

た
ち
が
輝
く
場
所
を
奪
い
た
く
な
い
と

い
う
保
護
者
た
ち
の
強
い
思
い
が
集
結

し
、
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
指
導
者
の
確
保
が
で
き
な

い
な
ど
の
理
由
で
、
学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
地
域
も
あ

る
。
ま
た
、
民
間
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

行
か
せ
た
く
て
も「
会
費
が
高
い
」「
遠

く
の
練
習
場
所
へ
の
送
迎
が
難
し
い
」

な
ど
、
運
動
を
さ
せ
た
く
て
も
で
き
な

い
苦
し
い
状
況
も
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
新
た
な

道
を
模
索
す
る
学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

　

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
抱
く
場
所
を
守

る
た
め
に
、
携
わ
る
人
全
て
に
宿
る
共

通
の
思
い
が
あ
る
。

　

友
達
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
将

来
に
生
き
る
経
験
を
さ
せ
た
い
。
こ
の

場
で
感
じ
た
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
か
ら
。

き
っ
と
、
あ
な
た
に
残
る
場
所
を
―
―

運動が苦手な子どもが、「楽しい」と話します

スムーズな運営に向けて

学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の「
今
」

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
人
々
や
現
場
の
声
を
聴
き
ま
し
た

1　学校

4　保護者

　学童スポーツクラブ設立の一番のメ
リットは、部活動と同じように児童が放
課後、自分たちの学校で活動できること
です。豊福小では、野球、ミニバスケッ
ト、ハンドボールの３クラブが設立され

ました。放課後になると地域の方や保護
者の指導の下、練習に励む児童の姿が見
られます。学校では、クラブと連絡調整
をする担当者を配置し、スムーズな運営
ができるようにしています。

　小学４年生の息子は、もともと運
動が得意ではありませんでした。仲
良しの友達から楽しいよと勧めら
れ、好奇心で学童スポーツクラブに
加入してみることに。
　河江のクラブにはドッジボールや

マット運動、ヨガなどの多彩なス
ポーツがあり、息子は習ったことを
家でも実践しています。運動に消極
的だったわが子がクラブが楽しいと
話し、自信にもなっているのはうれ
しいです。

大人も一緒に体を動かす

2　クラブ運営者（新規）

　バスケ部だった子どもが「バドミント
ンをやりたい」と話したのが設立のきっ
かけです。地元の大人のチームに混ざっ
て活動させてもらうと、口コミで地域の
子どもたちが増加。指導者や保護者の協

力を受けてクラブを作り、今では青海小
の22人が加入しています。私たち大人も
一緒に体を動かせるのがいいですね。子
どもにはスポーツを通していざというと
きに踏ん張る力を身に付けてほしいです。

青海学童バドミントンクラブ
代表　積  眞理恵  さん（42）

宇城市校長会　会長
豊福小学校　池上  秀昭  校長（59）

河江小学校学童スポーツクラブ（総合運動）
保護者　和田 由希子 さん（38）

毎月、やることは多いです

3　クラブ運営者（部活動から継続）

　毎年6年生の保護者が部活動の後援会長
をしており、その延長のつもりで、子ども
が6年生になったときにクラブの運営を引
き受けました。それまでは先生がしていた
活動計画の作成やスケジュールの調整な
ど、毎月やることが多く苦戦していますが、
野球を通して、子どもの成長を感じること
ができて大変うれしく思っています。子ど
もたちも仲が良く、いつも楽しく野球をし
ているので、大好きな野球を続けて行える
ようにサポートしたいです。

豊野クラブ（軟式野球）
代表　押方  謙二  さん（42）

5　指導者

携わったスポーツを
「嫌い」と思わせたくない

　豊川小の子どもたちの運動する機会をなくし
たくないという思いで始めました。子どもたち
にサッカーを楽しませることを意識しながら、
指導しています。私たち指導者は、子どもたち
のかがみでいなければなりません。「～しなさ

い」と指導者の考えを押し付けず、子どもたち
が自分で感じたことから選択肢を増やしていく
ことが大事だと思っています。携わったスポー
ツなどを子どもたちが「嫌い」と思わないように
指導していきたいですね。

豊川 F.C.（サッカー）
指導者　作本  貴典  さん (48)
　　　　松里  光洋  さん (45)
　　　　千葉﨑  真行  さん (40）
　　　　田中  太陽  さん (28)

田中  さん　　　　　　 千葉﨑  さん　　　　　　作本  さん
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